
※ごみ対策課の所在地は、八幡町２−10−10です。
※�二次元コードはすべて、市ホームページの該当事業のページです。
　詳細は市ホームページをご覧ください。

◆ボランティア袋の配布について
　市では、個人や自治会などの各種団体がボラン
ティア活動として道路や公園などの公共施設を清
掃した際にご利用いただける「ボランティア袋（５
ℓと40ℓの２種類）」を配布しています。
　申し込みは、ごみ対策課のほか、
公園を清掃する場合は環境政策課
（市役所5階）、公道を清掃する場
合は管理課（同5階）で申請するこ
とができます。

◆資源集団回収をはじめてみませんか
　市では、紙類・布類・アルミ缶を回収している市民団体に対して、そ
れぞれ１kgあたり９円の資源集団回収報奨金を交付しています。
　再資源化の推進だけでなく、地域のつながりを強めるこ
ともでき、報奨金を受け取ることができる制度ですので、
ぜひご活用ください。
　※�報奨金の申請は、毎年２月と８月の２回受け付けます。

◆びん・缶・PETボトルの排出方法について�
　〜戸建て住宅にお住まいの方〜
　３年11月１日より、びん・缶・PETボトルを排出する際に、かごな
どの任意の容器に入れて排出することができるようになりました。
　かごなどの容器は中身の見えやすいものをご用意ください。これまで
通り、透明または半透明の袋に入れて排出することも可能です。

◆生ごみ減量化処理機器購入費助成金について
　市では、ごみ減量対策の一環として、生ごみの減量を促進するため、
生ごみの自家処理を前提とした減量化処理機器の購入に対して、助成金
を交付する制度を設けています。
　【�助成対象】市内在住で、生ごみ減量化処理機器を購入し、市内に設
置する方

　※�機器の処理能力により、助成額が異なります。
　申し込みは土曜・日曜日、祝日を除く午前９時〜午後５
時（正午〜午後１時を除く）に、必要書類などを持参の上、
ごみ対策課または環境政策課（市役所５階）へ。

◆�ご自宅で使用した注射針（在宅医療廃棄物）�
について

　収集作業時の針刺し事故が発生しています。インスリン自己注射など
の在宅医療に係る使用済み注射針は、処方を受けた医療機関（病院・診
療所）または薬局に返却してください。
　東久留米市薬剤師会では、在宅医療に伴う使用済み注射
針の回収事業を行っています。
　なお、輸液パックなどについては、衛生処理の観点から
燃やせるごみにお出しください。

◆ご家庭での食品ロスの削減にご協力ください
　食品ロス（まだ食べることができるのに捨てられてしま
う食品）の約半数は家庭から発生しています。
　皆さまのご家庭でも「もったいない」について考えると
ともに、食品ロスの削減にご協力をお願いします。

◆ごみ集積所跡地の売却について
　家庭ごみの全品目戸別収集（小型廃家電類を除く）に伴い、使用しな
くなったごみ集積所の跡地について、跡地に隣接する土地を所有してい
る方を対象に売却しています。
　手続きの詳細はごみ対策課へお問い合わせください。
　【�売却対象者】購入を希望する跡地に隣接する土地を所有する方
　【�売却除外地】次の①または②に該当する跡地は、売却しません。
　　①�ごみ収集に伴う一時積み替え保管場所や公共用地としての活用を

する跡地
　　②�マンホールなどが存在する跡地
　【�売却価格】固定資産税路線価を基礎として、狭小性に応じた減価率
を乗じた上で、工作物の撤去費用を差し引いて算出します

　【�引渡形態】現状有姿での引き渡しとなります
　【�案内書について】土曜・日曜日、祝日を除く午前９時
〜午後５時（正午〜午後１時を除く）に、ごみ対策課
で配布しているほか、市ホームページからも取得でき
ます

◆高齢者等世帯に対する�
　ごみ出しサポート事業試行実施について
　現在、高齢者等世帯に対するごみ出しサポート事業を試行実施してい
ます。利用者は事前にご用意いただいたごみ収集容器（ポリバケツなど）
に、決められた収集曜日や時間にかかわらず、ごみや資源物を出すこと
ができます。
　【�対象者】身近な方などの協力を得てもなお、市が定めた収集・回収
曜日および排出時間までに家庭廃棄物の排出が困難で、次のいずれ
かに掲げる方のみで構成されている世帯

　　　▼�介護保険法に基づき要介護状態区分が要介護４または要介護５
の認定を受けた方

　　　▼�身体障害者福祉法に基づき身体障害者手帳１級または２級の認
定を受けた方

　　　▼�精神保健及び精神障害者福祉に関する法律に基づき精神障害者
保健福祉手帳１級の認定を受けた方

　　　▼�東京都愛の手帳交付要綱に基づき愛の手帳の交付を受け、障害
の程度が１度または２度の方

　【�申請受付】随時受け付け中（土曜・日曜日、祝日を除く午前９時〜
午後５時〈正午〜午後１時を除く〉）

　申し込みは、利用申請書に必要事項をご記入の上、対象
条件に該当することがわかる書類（世帯全員分）を添えて
ごみ対策課に申請してください。利用申請書はごみ対策課
で配布しているほか、市ホームページからも取得できます。

◆ごみについて学ぼう
　限りある資源を有効に活用し、持続的に発展が可能な循環型社会を形
成するために、ごみ減量への取り組みが求められています。
　市ホームページ内で、ごみについて学ぶことができる東
京都や環境省のホームページのリンク先を紹介していま
す。
　ぜひご覧いただき、ごみについて学びましょう。

◆使用済みマスクやティッシュの捨て方
　��１��ごみに直接触れない
　　　�ごみ箱にあらかじめ袋を被せ、マスクやティッシュなどでいっぱ

いになる前に早めに袋を縛って封をしましょう。
　��２��ごみ袋はしっかり縛って封をする
　　　�マスクなどのごみに直接触れることがない

ようにしっかり縛り、万が一ごみ袋の中に
入れたマスクなどがごみ袋の外側に触れた
場合は、二重にごみ袋に入れてください。

　��３��燃やせるごみとして分別する
　　　�マスク（不織布のマスク、布マスクなど）

やティッシュは、燃やせるごみとして市の
指定収集袋に入れて出してください。容器
包装プラスチックや紙類・布類として出さ
ないでください。

　��４��ごみを捨てた後は手を洗う
　　　�せっけんを使って、流水で手をよく洗いま

しょう。

　※�ごみ箱に被せる袋は、透明または半透明のビニール袋であれば構い
ません。市の指定収集袋（燃やせるごみ用）に、ごみをまとめてか
らお出しください。

　市では、平成29年７月に家庭ごみの戸別収集（小型廃家電
類を除く）を開始し、同年10月に燃やせるごみ、燃やせない
ごみ、容器包装プラスチックの３品目について、家庭ごみ処理
の有料化を開始しました。
　有料化の開始から４年が経過した現時点において、家庭ごみ
の排出状況、ごみと資源物の処理や再資源化に係る経費など、
多くの問い合わせをいただいている内容や、市からのお願いな
どについてお知らせします。
　詳しくはごみ対策課☎473・2117へ。

　令和２年度のごみ処理に係る経費（清掃費）の歳入・歳出決算総額は、
それぞれ18億1,515万6,025円となりました。前年度比で約9,383万円減
少していますが、歳出総額のうち14億4,645万5,661円（約80％）が、
排出されるごみの処理に必要不可欠な家庭ごみ・資源物収集事業費や、柳
泉園組合負担金および東京たま広域資源循環組合負担金で占められている
状況です。

　歳入は、家庭ごみ処理手数料を含む清掃手数料の２億8,660万1,500円
や、紙類・金属類などの資源物売却代金など、計１億907万6,483円を特
定財源としてごみ処理に係る歳出の一部に充当しているものの、大部分で
ある15億947万6,842円（約83％）は市税や交付金などの一般財源となっ
ています。

ごみ行政に関するお知らせ家庭ごみの
収集状況などについて
　　　　お知らせします

ごみと資源物の収集量の比較
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▲︎排出の例（ビン・PETボトル）

　行政収集総量（※）は、有料化実施後、大幅に減少しましたが、令和２
年度は前年度比で約５％増加しています。燃やせるごみと燃やせないごみ
の収集量も同様の推移となっていて、令和２年度は燃やせるごみが前年度
比で約３％増加、燃やせないごみが前年度比で約18％増加しました。断
定はできませんが、コロナ禍による外出自粛で、自宅で過ごす時間が増え
たことによる家庭ごみの増加が要因ではないかと考えられます。
　びん・缶・古紙などの資源物収集量は、有料化実施前から年々増加して
います。分別排出に対する市民の皆さんのご理解とご協力の成果であると
考えられますが、令和２年度の容器包装プラスチック収集量は前年度比で
わずかに減少しました。断定はできませんが、令和２年７月のレジ袋有料
化開始により、レジ袋の消費量が減少するなどの社会・経済情勢の動向が
影響していると考えられます。
　今後についても、引き続き、推移を見ていく必要があります。

　※�行政収集総量とは、市で収集したごみと資源物の合計量であり、集団
回収や中間処理場への持ち込みのごみは含みません。

　市では、一般廃棄物処理基本計画において、令和３年度末までに「１人
１日当たりの排出量」を「505g」とすることを目標にしています。この「１
人１日当たりの排出量」が小さいほど、市民の皆さんのごみ減量へのご理
解とご協力による排出抑制の成果の表れとしてみることができます。
　なお「１人１日当たりの排出量」は、次の計算式により算出しています。

　行政収集総量　÷　（　人口　×　365日　 ）
　※人口は、各年10月１日時点を使用

総資源化率（％）１人１日当たりの排出量（ｇ）容器包装プラスチックの収集量

燃やせないごみの収集量燃やせるごみの収集量行政収集総量
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家庭ごみ・資源物
収集事業費

8億510万4,661円

その他
1,486万2,494円

資源集団回収事業費
2,313万885円

柳泉園組合負担金
3億2,804万7,000円

東京たま広域資源
循環組合負担金

3億1,330万4,000円

職員人件費
1億6,309万8,530円

家庭ごみ有料化事業費
（指定収集袋製造ほか）
7,636万3,554円

リサイクル推進事業費
（紙布類回収、剪定枝リサイクルほか）

9,124万4,901円

市税や交付金などの
一般財源

15億947万6,842円

雑入
（紙類売払代金ほか）
1,907万6,483円

衛生使用料
（自動販売機設置）

1,200円

清掃手数料
（家庭ごみ処理手数料ほか）
2億8,660万1,500円

令和2年度
歳出決算額

18億1,515万6,025円

令和2年度
歳入決算額

18億1,515万6,025円
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※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。
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